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第
四
章

日
本
語
教
育
推
進
会
議
等

（
日
本
語
教
育
推
進
会
議
）

第
二
十
七
条

政
府
は
、
文
部
科
学
省
、
外
務
省
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
（
次
項
に
お
い
て
「
関
係
行
政
機
関
」
と

い
う
。）相
互
の
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
日
本
語
教
育
の
総
合
的
、
一
体
的
か
つ
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

日
本
語
教
育
推
進
会
議
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

２

関
係
行
政
機
関
は
、
日
本
語
教
育
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
、
日
本
語
教
育
に
従
事
す
る
者
及
び
日
本
語

教
育
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
者
に
よ
っ
て
構
成
す
る
日
本
語
教
育
推
進
関
係
者
会
議
を
設
け
、
前
項
の
調
整
を
行
う

に
際
し
て
は
、
そ
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
に
置
く
日
本
語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
審
議
会
等
）

第
二
十
八
条

地
方
公
共
団
体
に
、
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基
本
的
な
方
針
そ
の
他
の
日
本
語
教
育
の
推
進
に
関
す
る

重
要
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

第
二
条

国
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
日
本
語
教
育
を
行
う
機
関
で
あ
っ
て
日
本
語
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上
を

図
る
た
め
に
必
要
な
適
格
性
を
有
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
日
本
語
教
育
機
関
」
と
い
う
。）に
関
す
る

制
度
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

日
本
語
教
育
を
行
う
機
関
の
う
ち
当
該
制
度
の
対
象
と
な
る
機
関
の
類
型
及
び
そ
の
範
囲

二

外
国
人
留
学
生
の
在
留
資
格
に
基
づ
く
活
動
状
況
の
把
握
に
対
す
る
協
力
に
係
る
日
本
語
教
育
機
関
の
責
務
の

在
り
方

三

日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め
の
評
価
制
度
等
の
在
り
方

四

日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
日
本
語
教
育
に
対
す
る
支
援
の
適
否
及
び
そ
の
在
り
方

外
務
大
臣

河
野

太
郎

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
視
覚
障
害
者
等
」
と
は
、
視
覚
障
害
、
発
達
障
害
、
肢
体
不
自
由
そ
の
他
の
障
害
に

よ
り
、
書
籍
（
雑
誌
、
新
聞
そ
の
他
の
刊
行
物
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
、
視
覚
に
よ
る
表
現
の
認
識
が
困

難
な
者
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
視
覚
障
害
者
等
が
利
用
し
や
す
い
書
籍
」
と
は
、
点
字
図
書
、
拡
大
図
書
そ
の
他
の
視
覚

障
害
者
等
が
そ
の
内
容
を
容
易
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
籍
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
視
覚
障
害
者
等
が
利
用
し
や
す
い
電
子
書
籍
等
」
と
は
、
電
子
書
籍
そ
の
他
の
書
籍
に
相

当
す
る
文
字
、
音
声
、
点
字
等
の
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
を
い
う
。
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
同

じ
。）で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
等
を
利
用
し
て
視
覚
障
害
者
等
が
そ
の
内
容
を
容
易
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

視
覚
障
害
者
等
が
利
用
し
や
す
い
電
子
書
籍
等
が
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
に
係
る
利
便
性
の
向
上
に
著
し
く
資

す
る
特
性
を
有
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
情
報
通
信
そ
の
他
の
分
野
に
お
け
る
先
端
的
な
技
術
等
を
活
用
し
て
視
覚
障

害
者
等
が
利
用
し
や
す
い
電
子
書
籍
等
の
普
及
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
視
覚
障
害
者
等
の
需
要
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
、
視
覚
障
害
者
等
が
利
用
し
や
す
い
書
籍
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
。

二

視
覚
障
害
者
等
が
利
用
し
や
す
い
書
籍
及
び
視
覚
障
害
者
等
が
利
用
し
や
す
い
電
子
書
籍
等
（
以
下
「
視
覚
障

害
者
等
が
利
用
し
や
す
い
書
籍
等
」
と
い
う
。）の
量
的
拡
充
及
び
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

三

視
覚
障
害
者
等
の
障
害
の
種
類
及
び
程
度
に
応
じ
た
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

（
国
の
責
務
）

第
四
条

国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
五
条

地
方
公
共
団
体
は
、
第
三
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
、
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
六
条

政
府
は
、
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
財
政
上
の

措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

基
本
計
画
等

（
基
本
計
画
）

第
七
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画（
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。）を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針

二

視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
し
政
府
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
四
十
九
号

視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条

第
六
条
）

第
二
章

基
本
計
画
等
（
第
七
条
・
第
八
条
）

第
三
章

基
本
的
施
策
（
第
九
条

第
十
七
条
）

第
四
章

協
議
の
場
等
（
第
十
八
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び
に
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
基
本
計
画
の
策
定
そ
の
他
の
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の

整
備
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
国
民
が
等
し
く
読
書
を
通
じ
て
文

字
・
活
字
文
化
（
文
字
・
活
字
文
化
振
興
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
文
字
・
活
字

文
化
を
い
う
。）の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。


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